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Ⅰ はじめに 

NPO法人森と地域・ゼロエミッションサポート倶楽部では宍粟市の「森のゼロエミッシ
ョン」の取組みや「炭の地中固定によるCO2排出権取引制度の提案」などの活動を進めてき

た。こうした活動を踏まえて、総合的視点からの森林ＣＳＲの制度設計に関する検討及び

制度提案と、宍粟市における森林ＣＳＲの試行と検証を、「森林ＣＳＲ制度設計研究会」を

設置して実施することにした。 

 

１ 背景 

 現在、地域の森林を取り巻く情勢は厳しく、過疎化、少子高齢化、林業の低迷等により、

森林の管理はもとより、地域そのものの活性が低下しつつある。一方で、森林は地球温暖

化防止に関連してＣＯ２吸収源として期待されている存在であり、また都市住民が触れあ

いを求める自然として重要な役割を果たしている。こうした中、企業の社会的責任（ＣＳ

Ｒ）として間伐などの森林の管理が企業の手で一部で行われるようになったきたことも事

実である。森林は石油などと異なるカーボンニュートラルな資源であって、化石資源への

依存を少なくした持続可能な社会作りに重要な資源のひとつとして位置づけることができ

る。そこで、「森を活かした持続可能な社会づくり」をキーワードに森林に関する今後の企

業ＣＳＲのあり方について調査研究を進めていくことにした。 

 
２ 研究会の全体スキーム－目的－ 
目的を以下の３点にまとめることができる。 
１）既に進みつつある企業CSRによる森林管理の先進的取組に学び、新たな手法を研究し、
広げる。 
２）次のステップとして、気候変動対策の一翼を担う CO2吸収量の地域間取引に関する社
会システム（制度）について研究する。 
３）研究の成果は、広域組織等に提言するとともに、地域での具体化を期待する 
 
３ 平成 19年度の成果 

 平成 19 年度については、４回の研究会を開催した。 

 これらの研究会で取り上げられた話題から、ＣＳＲ活動の着目点を整理すると大きく３つ

になった。ひとつは森林のＣＯ２吸収能を含むその環境価値への着目である。環境価値に着

目した具体的な扱いは、カーボンマネジメント、カーボン証書、排出権取引制度などであっ

た。２つ目の着目点は CSR事業内容である。今後、事業内容としてはコストではなく、投
資となるメニューが必要となってくると考えられた。3つめの着目点は、企業の事業との統
合展開への進展である。ＣＳＲ活動が通常の事業に統合して展開することも志向する必要が

ある。現在、具体的な形となっているものにはカーボンオフセットプロダクツ、グリーンエ



ネルギーなどがある。 
 ＣＳＲ活動を企業の慈善活動と位置づけるのではなく、現在、外部経済として考えられる

ものを内部化し、通常の企業活動とすることが今後必要であるが示唆された。 
 以下にまとめと研究会の概要を示す。また、3月 22日に予定したフォーラムの開催要領
を載せた。 
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第１回研究会の概要 

 大阪府アドプトフォレスト制度 （大阪府森林課 勝又章氏） 
 ・企業と森林管理、地球温暖化対策とをＣＳＲで結び付け 
 ・取組手法は各々独自性 
 ・ そ の他 木材利用促進等の各種取組展開㈱矢崎総業  梼原町での取組                
（矢崎総業㈱ 黒川秀亮氏） 
 ・事業の質の重視 
 ・収益の社会還元は将来への投資 
 ・独自性重要 
 

 森林認証制度の可能性（あずさサスティナビリティ㈱  梶原晃氏） 
 ・当初の目的は熱帯雨林保全対策 
 ・３種類（ＦＳＣ，ＳＧＥＣ，ＰＥＦＣ） 
 ・流通サイドでの浸透兵庫県丹波地域での取組（兵庫県柏原農林事務所 田中明氏） 
 ・公的間伐、里山整備からＣＳＲへの新展開 
 ・取組手法は相互提案型 
 ・地域づくり、ふるさとづくりの視点 
 
第２回研究会の概要 

 森林吸収源対策の現状と課題（独立行政法人森林総合研究所 松本光朗氏） 
 ・京都議定書における算定・報告の要件 
 ・木材生産との調和、木材利用の評価 
 ・目標に達していない吸収量排出量取引を取り巻く国際動向（ＮＴＴデータ経営研究所 
大塚俊和氏） 

 ・米の前進、欧米に取り残される可能性 
 ・制度、市場評価ﾘｽｸに対するｶｰﾎﾞﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ能力が企業評価に 
 ・ｶｰﾎﾞﾝｵﾌｾｯﾄﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂによる全社巻き込み 
 ・ポスト京都議定書での日本の立場危惧 
 

 京都モデルフォレスト運動（京都府モデルフォレスト推進室 川戸氏） 
 ・カナダのモデルフォレストを参考 
 ・CO2認証制度を軸とした木材地産地消 
   ウッドマイレージ CO2認証制度＋ 環境にやさしい京都の木の家づくり支援事業 
 
 
 
第３回研究会の概要 

 高知県の森林ＣＳＲ （高知県循環型社会推進課 西尾氏） 
 ・全国初の森林環境税（H15～） 
 ・排出権取引の専門職員 2名配置（H17.4～） 



 ・環境先進企業との協働の森づくり事業   22社、20～33,542ha 
 ・ 排 出 権 取 引 地 域 モ デ ル 事 業 、 証 書 発 行 （ H19 ～ ） 梼 原 町 の 取 組             
（梼原町 大崎光雄氏、森林組合 中越氏） 
 ・明治時代森を活用した「不要公租村構想」 
 ・材、森林、森林空間としての活用 ・FSC、行動指針（山中八策） 
 

 矢崎の地域コラボレーション事業   （矢崎総業㈱ 黒川秀亮氏） 
 ・ゆすはらペレット㈱（H20.4～稼動） 
 ・CSR（植林、従業員子どもｻﾏｰｷｬﾝﾌﾟ等）小規模林業支援の取組  （ＮＰＯ法人土佐の
森・救援隊 中嶋建造氏） 

 ・NPO法人による作業道整備、間伐 
 ・小規模自伐林業の技術開発、普及 
 ・バイオマス事業と連携したエコマネーを活用した残材収集システム 
 
第４回研究会の概要 

 森林ＣＯ2吸収に着目した排出量取引（日本大学法科大学院 小林紀之氏） 
 ・京都議定書３条３項、４項 
 ・植林 CDM 方法論難、クレジット価値低→上限値変更 
 ・ポスト京都の REDD（途上国森林減少） 
 ・高知県等取組、吸収量の帰属権、民法上「毛上の権利」 
 ・ニュージーランド、オーストラリア等の動向 

 森林吸収対策に関する国の動向（林野庁森林吸収源情報管理官室 塚田直子氏） 
 ・森林吸収日本は当初反対、6%不利目標の中で転換 
 ・3条 4項 当初第２約束期間運用、現方法第１約束期間限定 
 ・５炭素プール 地上、地下／枯死木、リター、土壌有機物 
 ・第２約束期間 人為管理増、木材製品 
 

 グリーン熱証書制度研究 （ＮＰＯ法人環境ｴﾈﾙｷﾞｰ政策研究所 井筒耕平氏） 
 ・グリーン電力証書の熱版 
 ・木質バイオマス、太陽熱、地熱等の自然エネルギー 
 ・東京都、岩手県、民間企業、学識経験者等による委員会炭の地中固定によるカーボン

オフセットビジネス （大成建設㈱ 並木 裕氏） 
 ・炭を活用した効率良い炭素固定 
 ・土壌改良材 カーボンオフセットメロン等 
 ・農地 GHG削減関連での認証についての国議論に 
 

森林ＣＳＲフォーラム―地域と企業を結ぶ森― 開催要領  

 
○趣 旨：森を活かした持続可能な社会づくりに向け、企業ＣＳＲによる森林管理や、



森林 CO2 吸収の地域間排出権取引に関する社会システム（制度）等につい
て、広く情報を発信し、ともに考えることを目的とする。 

○ 主 催：ＮＰＯ法人 森と地域・ゼロエミッションサポート倶楽部 
    神戸大学大学院農学研究科 

○協 賛：（財）ひょうご環境創造協会 
○後 援：関西広域機構、近畿中国森林管理局、近畿地方環境事務所、滋賀県、京都府、

大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、宍粟市（予定） 

 
○ 日 時：平成 20年３月 22日（土） 午後 1時 30分～4時 30分 
○ 場 所：神戸大学農学研究科 C101（大教室） 
○ 参加費：1000円（資料代）  
○次 第： 
  1）開会挨拶（5分） 森と地域・ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝｻﾎﾟｰﾄ倶楽部会長 

神戸大学大学院農学研究科教授  金澤洋一 
 
 2）講 演（60分）  「山に棲む、森の魅力と語り部」（仮） 
                 宇 江 敏 勝 氏（林業家、作家） 
   ＜休憩 10分＞ 
 ３）プレゼンテーション（10分） 
        森と地域・ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝｻﾎﾟｰﾄ倶楽部 ＣＳＲ担当理事  畑中直樹 
４）パネルディスカッション（90分） 

   パネラー: 宇江敏勝氏（和歌山県田辺市中辺路町在住の紀州語り部） 
         澤野 誠氏（和歌山県森林整備課長） 
         大塚俊和氏（ＮＴＴデータ経営研究所シニアマネージャー） 
         倉田麻里氏（京都大学大学院森林科学専攻・ 

薪く炭く KYOTO副代表） 
   ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ：  内藤正明氏（滋賀県琵琶湖環境科学研究ｾﾝﾀｰ長・京都大学名誉教授・ 

森と地域・ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝｻﾎﾟｰﾄ倶楽部顧問） 
   ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：畑中直樹（森と地域・ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝｻﾎﾟｰﾄ倶楽部 理事） 

 
５）閉会挨拶（５分）  金澤洋一 

 


